
Title 政軍関係
Sub Title
Author 赤木, 完爾(Akagi, Kanji)

Publisher 慶應義塾大学法学研究会
Publication year 2009

Jtitle 法學研究 : 法律・政治・社会 (Journal of law, politics, and
sociology). Vol.82, No.10 (2009. 10) ,p.130- 131 

JaLC DOI
Abstract
Notes 神谷不二先生追悼記事
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00224504-20091028-

0130

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


法学研究82巻 10号（2009: 10) 

先
生
は
冗
長
な
表
現
を
嫌
っ
て
、
「
寸
鉄
人
を
刺
す
」
こ
と
を
好

ん
だ
。
最
新
の
理
論
よ
り
も
中
国
の
古
典
を
引
用
し
た
し
、
「
国

際
政
治
学
は
大
人
の
学
問
だ
」
「
日
本
に
は
：
：
：
史
は
あ
っ
て
も
、

：
：
：
論
が
な
い
」
と
言
う
の
が
口
癖
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ご
自
分

を
「
長
編
作
家
」
で
は
な
く
、
「
短
編
作
家
」
と
心
得
て
い
た
口

リ
ア
リ
ズ
ム
の
国
際
政
治
学
は
確
か
に
大
人
の
学
問
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
を
教
え
る
論
客
が
少
な
く
な
る
な
か
で
、
先
生
は
東
西

冷
戦
や
日
米
関
係
の
「
語
り
部
」
を
自
称
し
て
、
八
十
二
歳
に
な

っ
て
も
旺
盛
に
執
筆
活
動
を
続
け
た
。
ま
さ
に
「
鉄
人
」
と
言
っ

て
よ
い
。
何
の
前
触
れ
も
な
く
心
不
全
に
倒
れ
た
が
、
そ
の
直
前

ま
で
机
に
向
か
っ
て
い
た
の
だ
か
ら
、
神
谷
先
生
ら
し
い
大
往
生

で
あ
っ
た
。

心
か
ら
思
師
の
ご
冥
福
を
祈
る
。

法
学
部
教
授

小
此
木

政
夫

」

神
谷
不
二
先
生
に
は
平
成
二
一
年
二
月
二

O
日
未
明
に
急
逝
さ

れ
た
。
享
年
八
二
で
あ
っ
た
。
翌
週
以
降
の
予
定
も
入
っ
て
お
り
、
一

そ
の
日
も
平
生
と
変
わ
ら
ぬ
様
子
で
、
寝
に
つ
く
ま
で
執
筆
を
さ
一

れ
て
い
た
由
で
あ
る
。
心
不
全
で
の
突
然
の
逝
去
で
あ
っ
た
。
昭
一

和
四
五
年
に
石
川
忠
雄
先
生
の
招
聴
に
よ
っ
て
大
阪
市
立
大
学
か
一

ら
本
塾
大
学
法
学
部
に
転
じ
ら
れ
た
が
、
私
が
先
生
の
馨
咳
に
接

し
た
の
は
昭
和
四
八
年
か
ら
で
あ
る
。
以
来
三
六
年
に
わ
た
っ
て
一

薫
陶
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
厳
し
く
愉
快
な
学
部
ゼ
ミ
で
の
一

時
間
は
得
難
い
経
験
だ
っ
た
。
そ
の
学
恩
は
計
り
知
れ
な
い
。
－

若
い
頃
、
先
生
の
著
作
で
も
っ
と
も
影
響
を
受
け
た
も
の
は
、
一

「
ト
ル
l
マ
ン
と
マ
ッ
カ
l
サ
l

l朝
鮮
戦
争
指
導
の
一
断
面
」

（
一
九
六
四
年
）
お
よ
び
「
政
軍
関
係
に
関
す
る
一
考
察
l
シ
ヴ
一

イ
リ
ア
ン
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
」
（
一
九
六
三
年
）
で
あ

る
。
顧
み
れ
ば
、
神
谷
先
生
が
先
鞭
を
つ
け
ら
れ
た
、
政
策
と
戦
一

略
の
分
析
、
な
ら
び
に
そ
れ
ら
が
遂
行
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
で
の
政
一

軍
関
係
を
め
ぐ
る
テ
l
マ
に
、
同
門
の
一
人
と
し
て
、
説
い
て
尽

・し
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く
せ
ぬ
憾
み
を
残
し
つ
つ
、
非
才
を
顧
み
ず
三

O
年
携
わ
っ
て
き

た。
前
者
は
、
ア
メ
リ
カ
の
政
軍
関
係
の
特
異
な
歴
史
に
脹
胎
す
る

戦
争
観
と
、
誰
に
と
っ
て
も
未
知
で
あ
っ
た
核
時
代
禦
明
期
の
戦

争
と
し
て
の
朝
鮮
戦
争
が
ど
の
よ
う
に
交
錯
し
つ
つ
、
新
し
い
時

代
の
新
し
い
戦
争
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
か
を
、
周
到
な
研
究
に

基
づ
い
て
、
緊
張
感
あ
ふ
れ
る
筆
致
で
活
写
し
た
傑
作
で
あ
る
と

思
う
。
後
者
は
、
そ
も
そ
も
「

ot－－冨
E
gミ
同
色

azロω」

に
「
政
軍
関
係
」
と
い
う
言
葉
を
初
め
て
与
え
た
記
念
す
べ
き
論

文
で
あ
る
。
我
が
国
に
お
い
て
戦
前
と
同
様
戦
後
に
お
い
て
も
軍

事
力
の
近
代
的
あ
り
方
に
対
す
る
理
解
が
欠
加
し
て
い
る
こ
と
へ

の
鋭
い
指
摘
、
軍
に
対
す
る
文
民
な
い
し
議
会
の
制
度
的
優
越
が
、

必
ず
し
も
す
ぐ
れ
た
外
政
・
戦
争
指
導
を
自
明
に
保
証
す
る
も
の

で
は
な
い
と
の
主
張
に
、
衝
撃
を
受
け
た
こ
と
を
鮮
や
か
に
記
憶

し
て
い
る
。

最
後
に
先
生
と
長
時
間
話
し
込
ん
だ
の
は
、
平
成
一
九
年
六
月

一
五
日
に
東
京
倶
楽
部
で
お
目
に
か
か
り
、
塾
の
創
立
一
五

O
年

記
念
の
「
復
活
！
慶
藤
義
塾
の
名
講
義
」
へ
の
登
壇
を
お
願
い

し
た
時
で
あ
っ
た
。
話
題
は
徒
然
に
先
生
が
最
初
の
ア
メ
リ
カ
留

学
か
ら
の
帰
路
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
周
遊
し
、
マ
ル
セ
イ
ユ
か
ら
日
本

郵
船
隅
田
丸
で
帰
国
し
た
船
旅
の
思
い
出
や
ら
、
近
時
の
六
ヵ
国

協
議
、
朝
鮮
戦
争
研
究
の
現
況
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
た
。
そ
の
折

に
初
め
て
先
生
か
ら
、
留
学
先
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
、
研
究
室

が
サ
ミ
ユ
エ
ル
・
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
教
授
と
隣
り
合
わ
せ
で
あ
っ
た

こ
と
を
伺
っ
た
。
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
教
授
も
一
九
二
七
（
昭
和
二
）

年
生
ま
れ
、
神
谷
先
生
と
同
い
年
で
あ
っ
た
が
、
先
生
よ
り
二
ヵ

月
早
く
逝
去
さ
れ
た
。

平
成
一
九
年
二
一
月
一
五
日
に
三
田
五
一
七
番
教
室
で
行
わ
れ

た
「
日
本
の
国
家
戦
略
」
と
題
す
る
講
義
に
は
ゼ
ミ
の
卒
業
生
を

中
心
に
多
数
が
参
集
し
、
大
盛
況
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
同
じ
教
室

に
集
っ
た
多
く
の
仲
間
と
と
も
に
久
方
ぶ
り
に
先
生
の
話
を
聴
く

こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
幸
運
で
あ
っ
た
。
期
せ
ず
し

て
そ
の
日
が
最
後
の
講
義
と
な
っ
た
。

法
学
部
教
授

赤

木

爾

主士p

フじ

」ーーーーーーーーーー ー】ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーー ーーーーーーーーー噌」
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